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第第

回回 蜂ヶ峯クロスカントリー大会蜂ヶ峯クロスカントリー大会15一般男子

一般女子

４０歳代男子

50歳代男子

60歳以上男子

一般男子

一般女子

４０歳代男子

50歳代男子

60歳以上男子

一般女子

中学生男子

中学生女子

小学6年男子

吉岡　　徹
（岩国市）
33分30秒

村中　大輔
（岩国市）
34分00秒

谷川　延久
（岩国市）
34分04秒

井上登志絵
（光市）
45分57秒

岸田　裕子
（広島市）
47分44秒

坂江　恭子
（広島市）
52分27秒

林田　昭浩
（岩国市）
37分42秒

鍋島　　孝
（廿日市市）
37分54秒

登根　健一
（廿日市市）
39分55秒

砂本　義文
（広島市）
40分35秒

越水　　健
（大竹市）
40分59秒

楪　　隆司
（東広島市）
45分08秒

清水　初男
（広島市）
40分29秒

村中　信一
（岩国市）
43分56秒

児房　正和
（広島市）
47分23秒

長谷川和彦
（和木町）
17分07秒

浜下　風馬
（広島市）
17分24秒

柴田　一平
（広島市）
18分32秒

丸平　裕美
（岩国市）
23分09秒

松田　弘子
（笠岡市）
23分13秒

関　　文乃
（笠岡市）
24分35秒

岡﨑　輝義
（美祢市）
18分53秒

寺西　弘泰
（東広島市）
19分02秒

木南　達昭
（倉敷市）
19分05秒
島尾　　悟
（岩国市）
20分40秒

福﨑　穰司
（広島市）
20分03秒

三田　正年
（廿日市市）
20分07秒

伊藤　正志
（柳井市）
19分45秒

舩尾　安俊
（笠岡市）
21分26秒

槙本　　豊
（広島市）
22分08秒

桑原　　泉
（岩国市）
14分16

片田　純子
（廿日市市）
17分58秒

谷野理恵子
（廿日市市）
18分 10秒

下江　健史
（東広島市）
17分16秒

藤本　旭向
（岩国市）
18分16秒

愼　　颯斗
（広島市）
18分17秒

大西　　響
（広島市）
11分16秒

田栗　咲希
（広島市）
11分28秒

小田　朱莉
（広島市）
11分31秒

入江　泰地
（周南市）
7分17秒

古閑　　幹
（岩国市）
7分17秒

古閑　　樹
（岩国市）
7分26秒

10kmの部

10kmの部

10kmの部

10kmの部

10kmの部

5kmの部

5kmの部

5kmの部

5kmの部

5kmの部

3kmの部

5kmの部

3kmの部

2kmの部

小学５年男子

小学4年男子

小学3年男子

小学2年男子

小学1年男子

小学6年女子

小学５年女子

小学4年女子

小学3年女子

小学2年女子

小学1年女子

中学生男子

中学生女子

小学生団体

富田　悠斗
（周南市）
7分26秒

浜下　天馬
（広島市）
7分45秒

山加　晃輔
（岩国市）
8分01秒

山田　鷹也
（東広島市）
7分47秒

台信　風馬
（安芸郡）
8分05秒

宮脇　滉太
（和木町）
8分08秒

台信楓之介
（安芸郡）
8分14秒

蕗　　幸汰
（東広島市）
8分19秒

岩井　寛征
（山陽小野田市）
8分28秒

村上　　魁
（岩国市）
6分17秒

奥本　陽太
（防府市）
6分17秒

別所　　岳
（広島市）
6分17秒

廣田　蒼樹
（和木町）
6分41秒

田中大偉河
（岩国市）
6分50秒

白木　成登
（岩国市）
6分57秒

武田　栞奈
（岩国市）
8分08秒

松下　詩歩
（岩国市）
8分23秒

柏原　真希
（東広島市）
8分28秒

弘中　小雪
（岩国市）
8分23秒

鍋島　萌花
（廿日市市）
8分29秒

西田　鈴菜
（広島市）
8分31秒

窪田　　結
（岩国市）
8分52秒

村中　瑠莉
（和木町）
8分52秒

岸本　聡美
（岩国市）
8分53秒
日野山未羽

（島根県邑智郡）
8分35秒

浜下　音羽
（広島市）
8分28秒

中尾　美紀
（呉市）
8分34秒

浜下　音花
（広島市）
6分13秒

日野山咲希
（島根県邑智郡）
6分35秒

川嵜　菜月
（岩国市）
6分44秒

柏原　早希
（東広島市）
7分24秒

松本　実子
（岩国市）
7分51秒

森本まりん
（和木町）
7分54秒

広島三和A

58分48秒

和木中学校バレーボール部

1時間23分35秒

広島三和

1時間40分43秒

和木中学校野球部A

1時間48分52秒

チーム川下B

1時間49分57秒

ゆうスポーツクラブ陸上少年団A

39分15秒

平田軟式スポーツ少年団

41分21秒

麻里布サッカークラブA

41分47秒

2kmの部

2kmの部

2kmの部

1.5kmの部

1.5kmの部

2kmの部

2kmの部

2kmの部

2kmの部

1.5kmの部

1.5kmの部

団体5kmの部

団体3kmの部

2kmの部

大 会 結 果

区　分 第1位 第2位 第3位 区　分 第1位 第2位 第3位

※敬称略

へ
と
走
っ
て
く
る
ラ
ン
ナ
ー
の
中
に
子
ど
も

の
姿
を
み
つ
け
よ
う
と
し
た
り
、
絶
え
間
な

く
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

管
理
棟
前
で
は
、
参
加
者
へ
の
お
も
て
な

し
と
し
て
婦
人
会
（
西
田
敏
子
会
長
）
に
よ

る
「
ぜ
ん
ざ
い
」
や
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
に
よ
る
「
う
ど

ん
」
が
振
る
舞
わ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
の
疲
れ
た

身
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
体
育
協
会
を
主
催
と
し
、

実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
お

り
、
橋
田
久
生
実
行
委
員
長
（
体
育
協
会
理

事
長
）
は
、「
毎
年
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が

集
え
る
大
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

を
受
け
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
参
加

が
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
和
木

町
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
中
心

と
し
た
ク
ラ
ブ
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
子

ど
も
た
ち
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
大

会
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。（
和
木
町
体
育
協
会
）

　

1
月
14
日
、
成
人
の
日
、
曇
り
空
の
中
、

和
木
町
体
育
協
会
（
小
倉
常
雄
会
長
）
設
立

60
周
年
記
念
大
会
で
あ
る
第
15
回
蜂
ヶ
峯
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ア
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
助
成
事
業
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ゴ
ル
フ
場
の

カ
ー
ト
道
を
走
る
珍
し
い
大
会
で
す
。

　

今
大
会
は
、
7
4
7
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

遠
く
は
、
愛
知
県
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

記
念
大
会
と
し
て
、
元
日
本
代
表
の
千
葉

真
子
さ
ん
、
油
谷
繁
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
迎
え
、
一
般
女
子
3
㎞
、
一

般
男
子
5
㎞
に
出
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
、
千
葉
さ
ん
が
、「
自
分

の
ペ
ー
ス
で
最
後
ま
で
走
り
ぬ
い
て
」
と
話

さ
れ
、
油
谷
さ
ん
は
、「
一
緒
に
楽
し
く
」

と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
最
後
に
、
和
木
中
学
校
の
宮
地

隆
太
君
が
、
「
力
の
限
り
走
り
ぬ
き
ま
す
」

と
宣
誓
し
、
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
古
木
町
長
が
ス
タ
ー
タ
ー
を

務
め
る
「
1
・
5
㎞
小
学
生
1
・
2
年
生
」

が
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
元
気
よ

く
飛
び
出
し
、
レ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
千
葉
さ
ん

が
出
場
す
る
「
3
㎞
一
般
女
子
・
中
学
生
女

子
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
油
谷
さ
ん
が
出
場
す

る
「
5
㎞
一
般
男
子
・
一
般
女
子
・
男
子
年

齢
別
・
中
学
生
男
子
」
と
続
き
、
10
㎞
、
2

㎞
と
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

種
目
ご
と
の
ス
タ
ー
ト
間
隔
が
短
い
た

め
、
沿
道
で
応
援
す
る
方
々
は
、
次
か
ら
次

選手宣誓　宮地隆太君

1



第第

回回 蜂ヶ峯クロスカントリー大会蜂ヶ峯クロスカントリー大会15一般男子

一般女子

４０歳代男子

50歳代男子

60歳以上男子

一般男子

一般女子

４０歳代男子

50歳代男子

60歳以上男子

一般女子

中学生男子

中学生女子

小学6年男子

吉岡　　徹
（岩国市）
33分30秒

村中　大輔
（岩国市）
34分00秒

谷川　延久
（岩国市）
34分04秒

井上登志絵
（光市）
45分57秒

岸田　裕子
（広島市）
47分44秒

坂江　恭子
（広島市）
52分27秒

林田　昭浩
（岩国市）
37分42秒

鍋島　　孝
（廿日市市）
37分54秒

登根　健一
（廿日市市）
39分55秒

砂本　義文
（広島市）
40分35秒

越水　　健
（大竹市）
40分59秒

楪　　隆司
（東広島市）
45分08秒

清水　初男
（広島市）
40分29秒

村中　信一
（岩国市）
43分56秒

児房　正和
（広島市）
47分23秒

長谷川和彦
（和木町）
17分07秒

浜下　風馬
（広島市）
17分24秒

柴田　一平
（広島市）
18分32秒

丸平　裕美
（岩国市）
23分09秒

松田　弘子
（笠岡市）
23分13秒

関　　文乃
（笠岡市）
24分35秒

岡﨑　輝義
（美祢市）
18分53秒

寺西　弘泰
（東広島市）
19分02秒

木南　達昭
（倉敷市）
19分05秒
島尾　　悟
（岩国市）
20分40秒

福﨑　穰司
（広島市）
20分03秒

三田　正年
（廿日市市）
20分07秒

伊藤　正志
（柳井市）
19分45秒

舩尾　安俊
（笠岡市）
21分26秒

槙本　　豊
（広島市）
22分08秒

桑原　　泉
（岩国市）
14分16

片田　純子
（廿日市市）
17分58秒

谷野理恵子
（廿日市市）
18分 10秒

下江　健史
（東広島市）
17分16秒

藤本　旭向
（岩国市）
18分16秒

愼　　颯斗
（広島市）
18分17秒

大西　　響
（広島市）
11分16秒

田栗　咲希
（広島市）
11分28秒

小田　朱莉
（広島市）
11分31秒

入江　泰地
（周南市）
7分17秒

古閑　　幹
（岩国市）
7分17秒

古閑　　樹
（岩国市）
7分26秒

10kmの部

10kmの部

10kmの部

10kmの部

10kmの部

5kmの部

5kmの部

5kmの部

5kmの部

5kmの部

3kmの部

5kmの部

3kmの部

2kmの部

小学５年男子

小学4年男子

小学3年男子

小学2年男子

小学1年男子

小学6年女子

小学５年女子

小学4年女子

小学3年女子

小学2年女子

小学1年女子

中学生男子

中学生女子

小学生団体

富田　悠斗
（周南市）
7分26秒

浜下　天馬
（広島市）
7分45秒

山加　晃輔
（岩国市）
8分01秒

山田　鷹也
（東広島市）
7分47秒

台信　風馬
（安芸郡）
8分05秒

宮脇　滉太
（和木町）
8分08秒

台信楓之介
（安芸郡）
8分14秒

蕗　　幸汰
（東広島市）
8分19秒

岩井　寛征
（山陽小野田市）
8分28秒

村上　　魁
（岩国市）
6分17秒

奥本　陽太
（防府市）
6分17秒

別所　　岳
（広島市）
6分17秒

廣田　蒼樹
（和木町）
6分41秒

田中大偉河
（岩国市）
6分50秒

白木　成登
（岩国市）
6分57秒

武田　栞奈
（岩国市）
8分08秒

松下　詩歩
（岩国市）
8分23秒

柏原　真希
（東広島市）
8分28秒

弘中　小雪
（岩国市）
8分23秒

鍋島　萌花
（廿日市市）
8分29秒

西田　鈴菜
（広島市）
8分31秒

窪田　　結
（岩国市）
8分52秒

村中　瑠莉
（和木町）
8分52秒

岸本　聡美
（岩国市）
8分53秒
日野山未羽

（島根県邑智郡）
8分35秒

浜下　音羽
（広島市）
8分28秒

中尾　美紀
（呉市）
8分34秒

浜下　音花
（広島市）
6分13秒

日野山咲希
（島根県邑智郡）
6分35秒

川嵜　菜月
（岩国市）
6分44秒

柏原　早希
（東広島市）
7分24秒

松本　実子
（岩国市）
7分51秒

森本まりん
（和木町）
7分54秒

広島三和A

58分48秒

和木中学校バレーボール部

1時間23分35秒

広島三和

1時間40分43秒

和木中学校野球部A

1時間48分52秒

チーム川下B

1時間49分57秒

ゆうスポーツクラブ陸上少年団A

39分15秒

平田軟式スポーツ少年団

41分21秒

麻里布サッカークラブA

41分47秒

2kmの部

2kmの部

2kmの部

1.5kmの部

1.5kmの部

2kmの部

2kmの部

2kmの部

2kmの部

1.5kmの部

1.5kmの部

団体5kmの部

団体3kmの部

2kmの部

大 会 結 果

区　分 第1位 第2位 第3位 区　分 第1位 第2位 第3位

※敬称略
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　町では、地震や風水害などの災害時に、避難支援
などを必要とする人（要援護者）が安全に避難でき
るよう、地域ぐるみで助け合う制度（災害時要援護
者支援制度）を推進しています。
　この制度は、「災害時要援護者ご本人の要望」と
「ご近所の方々の温かい善意」が一致して成り立つ
ボランティア制度です。
　登録情報を支援団体の方へ事前に伝えることで、
地域における支援を受けることができます。
対象者▶
⑴65歳以上の一人暮らし、75歳以上のみの世帯の
人、または在宅の寝たきり高齢者
⑵要介護認定を受けた人（寝たきり、認知症）
⑶身体障害（身体障害者手帳 2 級以上）、知的障害
（療育手帳AまたはB）、精神障害（精神障害者
保健福祉手帳 2級以上）のいずれかがある人
⑷その他支援が必要と認められる人
※ただし、施設入所者、長期入院者を除きます。
登録をご希望の方は▶保健福祉課へ要援護者登録申
請書を提出してください。
支援団体▶和木町、自治会、民生委員児童委員協議
会、社会福祉協議会
問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

●学生の被保険者証について
　国民健康保険は、和木町に住民票のある方が対象
ですので、転出した場合には資格を失います。ただ
し、学生の場合は特例として、引き続き元の世帯に
いるものとして、和木町の被保険者になります。
　この場合、学生用の被保険者証を発行いたします
ので、保健福祉課で手続きをお願いします。
条　件▶修学中であり、転出して町外に住所を移し
ている者（見込みの場合も含む）
必要な物▶在学証明書や学生証の写し、または合格
通知等、被保険者証、印鑑
●高額な外来診療を受ける方へ
限度額適用認定証等を提示すれば、外来診療でも限
度額までの支払いで済みます。

（認定証は、入院される場合もご利用いただけます。）
事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越しく
ださい。
問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

70歳
未満の方

70歳
以上の方

課税世帯
非課税
世帯

課税世帯

非課税
世帯

限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額
減額認定証
必要ありません。（高齢
受給者証のみ）
限度額適用・標準負担額
減額認定証

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

臨

時

職

員

募

集

和
木
町
奨
学
生
を

3
月
1
日
㈮
か
ら
募
集
し
ま
す

学
校
事
務
パ
ー
ト
職
員
募
集

災害時要援護者支援制度
登録希望者募集

国保被保険者の皆さまへ ※
敬
称
略

※
（
）
内
は
所
属
と
階
級

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
績
章
〉

　

佐
伯　

淳
二
（
第
3
分
団
副
分
団
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　

古
川　

淳
一
（
第
2
分
団
分
団
長
）

〈
10
年
勤
続
章
〉

　

原　
　

保
生
（
第
2
分
団
班
長
）

　

松
本
健
太
郎
（
第
1
分
団
班
長
）

　

小
林　

浩
貴
（
第
1
分
団
団
員
）

　

松
村　
　

亮
（
第
1
分
団
団
員
）

　

田
中　

庸
睦
（
第
1
分
団
団
員
）

■
和
木
町
長
表
彰

〈
功
労
章
〉

　

森
本　

光
治
（
第
3
分
団
班
長
）

　

出
先　

伸
英
（
第
3
分
団
班
長
）

　

正
木
淳
一
郎
（
第
2
分
団
団
員
）

〈
25
年
勤
続
章
〉

　

森
脇　

英
治
（
団
本
部
副
団
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　

古
川　

淳
一
（
第
2
分
団
分
団
長
）

〈
15
年
勤
続
章
〉

　

佐
伯　

淳
二
（
第
3
分
団
副
分
団
長
）

　

黒
下　

利
夫
（
第
2
分
団
部
長
）

　

小
林　

弘
明
（
第
2
分
団
班
長
）

　

久
森　

哲
夫
（
第
2
分
団
班
長
）

　

山
下　

純
二
（
第
1
分
団
団
員
）

〈
特
別
表
彰
〉

第
30
回
山
口
県
女
性
消
防
操
法
大
会　

優
勝

　

団
本
部（
軽
可
搬
ポ
ン
プ
基
本
操
法
の
部
）

《
選
手
》

　

日
高　

澄
美
［
指
揮
者
］

　

副
島　
　

梢
［
1
番
員
］

　

宮
本
ゆ
か
り
［
2
番
員
］

　

岩
岡
久
美
子
［
3
番
員
］

　

中
礒　

和
子
［
4
番
員
］

　

田
中　

博
美
［
補
助
員
］

■
和
木
町
消
防
団
長
表
彰

〈
精
勤
章
〉

　

杉
山　

幸
久
（
第
3
分
団
班
長
）

　

森
重　
　

稔
（
第
1
分
団
班
長
）

　

中
礒　

和
子
（
団
本
部
班
長
）

　

小
山　

昌
利
（
第
3
分
団
団
員
）

　

山
田　

匡
晃
（
第
3
分
団
団
員
）

　

中
川　

晃
成
（
第
1
分
団
団
員
）

　

田
中　

博
美
（
団
本
部
団
員
）

　

宮
本
ゆ
か
り
（
団
本
部
団
員
）

　

日
高　

澄
美
（
団
本
部
団
員
）

　

岩
岡
久
美
子
（
団
本
部
団
員
）

　

副
島　
　

梢
（
団
本
部
団
員
）

■
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

〈
功
績
章
〉

　

天
羽　

正
人
（
団
本
部
団
長
）

〈
精
績
章
〉

　

森
脇　

英
治
（
団
本
部
副
団
長
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
消
防
記
念
日

表
彰
）

〈
功
労
章
〉

　

古
川　

淳
一
（
第
2
分
団
分
団
長
）

■
消
防
功
労
者
表
彰 （
山
口
県
知
事
表
彰
）

〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉

　

浦
野　

光
雄
（
第
1
分
団
団
員
）

　

松
本　

学
（
第
1
分
団
）

　

1
月
6
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
新

春
恒
例
の
「
和
木
町
消
防
出
初
式
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
和
木
町
消
防
団
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張

所
、
J
X
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
麻
里

布
製
油
所
、
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
の

自
衛
消
防
隊
な
ど
、
約
1
2
0
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
澄
み
渡
る

青
空
の
下
、
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
古
木
町
長
は
「
昨
年
は
4
月
に
、
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お
い
て
、
プ
ラ
ン
ト
の

爆
発
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
深
夜
の
事
故

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
は
、

不
安
な
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
、

広
報
活
動
、
被
害
調
査
等
に
ご
尽
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
心

へ
と
つ
な
が
っ
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
方
が
引
き
続
き
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
ま
ち
を
築
い
て
い
く
た
め
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
た
び
の
事
故

を
教
訓
と
し
、
災
害
対
応
に
つ
い
て
の
点
検

を
行
う
な
ど
、
全
力
を
上
げ
て
取
り
組
む
決

意
で
あ
り
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
、
消
防

団
員
の
活
動
を
労
う
と
と
も
に
、
防
災
体
制

の
一
層
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
永
年
に
わ
た
る
活
動

が
評
価
さ
れ
、
28
名
の
団
員
が
表
彰
を
受

け
、
続
い
て
、
新
入
団
員
が
先
輩
団
員
た
ち

の
前
で
あ
い
さ
つ
し
、
温
か
い
拍
手
で
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た

力
強
く
整
然
と
し
た
一
斉
放
水
に
、
見
学
者

か
ら
も
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
放
水
会
場

横
の
役
場
議
会
棟
で
は
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
「
豚
汁
」
が
振
る
舞
わ

れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
が
美
味
し
そ
う
に
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

受
賞
さ
れ
た
方
々

新
入
団
員
紹
介
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　町では、地震や風水害などの災害時に、避難支援
などを必要とする人（要援護者）が安全に避難でき
るよう、地域ぐるみで助け合う制度（災害時要援護
者支援制度）を推進しています。
　この制度は、「災害時要援護者ご本人の要望」と
「ご近所の方々の温かい善意」が一致して成り立つ
ボランティア制度です。
　登録情報を支援団体の方へ事前に伝えることで、
地域における支援を受けることができます。
対象者▶
⑴65歳以上の一人暮らし、75歳以上のみの世帯の
人、または在宅の寝たきり高齢者
⑵要介護認定を受けた人（寝たきり、認知症）
⑶身体障害（身体障害者手帳 2 級以上）、知的障害
（療育手帳AまたはB）、精神障害（精神障害者
保健福祉手帳 2級以上）のいずれかがある人
⑷その他支援が必要と認められる人
※ただし、施設入所者、長期入院者を除きます。
登録をご希望の方は▶保健福祉課へ要援護者登録申
請書を提出してください。
支援団体▶和木町、自治会、民生委員児童委員協議
会、社会福祉協議会
問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

●学生の被保険者証について
　国民健康保険は、和木町に住民票のある方が対象
ですので、転出した場合には資格を失います。ただ
し、学生の場合は特例として、引き続き元の世帯に
いるものとして、和木町の被保険者になります。
　この場合、学生用の被保険者証を発行いたします
ので、保健福祉課で手続きをお願いします。
条　件▶修学中であり、転出して町外に住所を移し
ている者（見込みの場合も含む）
必要な物▶在学証明書や学生証の写し、または合格
通知等、被保険者証、印鑑
●高額な外来診療を受ける方へ
限度額適用認定証等を提示すれば、外来診療でも限
度額までの支払いで済みます。

（認定証は、入院される場合もご利用いただけます。）
事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越しく
ださい。
問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

70歳
未満の方

70歳
以上の方

課税世帯
非課税
世帯

課税世帯

非課税
世帯

限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額
減額認定証
必要ありません。（高齢
受給者証のみ）
限度額適用・標準負担額
減額認定証

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

臨

時

職

員

募

集

和
木
町
奨
学
生
を

3
月
1
日
㈮
か
ら
募
集
し
ま
す

学
校
事
務
パ
ー
ト
職
員
募
集

災害時要援護者支援制度
登録希望者募集

国保被保険者の皆さまへ

採
用
期
間
▼
平
成
25
年
4
月
1
日
〜
9
月
30

日
（
6
ヵ
月
間
）
※
延
長
の
場
合
あ
り

採
用
条
件
▼

●
町
内
在
住
で
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
方

●
パ
ソ
コ
ン
に
堪
能
で
、
ワ
ー
ド
エ
ク
セ
ル

が
十
分
に
活
用
で
き
る
方

勤
務
日
▼
土
日
休
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜

日勤
務
時
間
▼
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
残
業
、
休
日
出
勤
の
場
合
あ
り

賃　

金
▼
5,
6
0
0
円
/
日

応
募
期
限
▼
2
月
15
日
㈬

応
募
方
法
▼
履
歴
書

応
募
先
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

採
用
決
定
方
法
▼
面
接
他　

※
面
接
日
程
は

別
途
通
知

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
53
―
3
1
2
3
）

募
集
人
員
▼
1
名
（
和
木
町
在
住
者
）

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務

勤
務
場
所
▼
和
木
中
学
校

勤
務
時
間
▼
9
時
30
分
〜
16
時

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
3
月
11
日
㈪

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
53
―
3
1
2
3
）

【
貸
付
要
件
】

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大

学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学
校
生

●
学
業
優
秀
な
人

●
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

【
貸
付
金
額
】

※
い
ず
れ
も
1
名
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　
　

国
公
立　
　

3
5,
0
0
0
円
以
内

　
　

私
立　
　
　

4
2,
0
0
0
円
以
内

●
高
校
生

　
　

国
公
立　
　

1
3,
0
0
0
円
以
内

　
　

私
立　
　
　

2
0,
0
0
0
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

　
　

国
公
私
立　

2
0,
0
0
0
円
以
内

●
専
修
学
校

　
　

専
門
課
程　

3
5,
0
0
0
円
以
内

　
　

高
等
課
程　

1
3,
0
0
0
円
以
内

【
提
出
書
類
】

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書

●
学
校
長
の
推
薦
調
書

【
返
済
期
間
】

各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は
在
学

さ
れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま
す
。

◆
提
出
期
限
　
5
月
16
日
㈭
必
着

【
提
出
先
・
問
合
せ
】
教
育
委
員
会
事
務
局

（
文
化
会
館
1
階
）
（
☎
53
―
3
1
2
3
）
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　秋季火災予防運動の一環として応募が
あった火災予防作品を、岩国地区消防組合
（藤本博己消防長）にて審査した結果、次
の方が入賞されました。応募いただいた作
品は下記の期間、和木町立図書館にて展示
されます。多くの方のご来館をお待ちして
います。

【入賞者】
　●部門：習字
　　特選　藤本　都和（中 2）
　●部門：ポスター
　　入選　日高　恵麻（小 5）
　　入選　藤本　美優（中 1 ）

【作品展示】
期　間▶ 2 月27日㈬~ 3 月 8 日㈮
場　所▶和木町立図書館
内　容▶和木中学校及び小学校出展者全員

問合せ▶岩国地区消防組合消防本部予防課
　　　　　　　　　　　　  （☎22－1320）

日　時▶ 3 月 3 日㈰　10時~16時
場　所▶和木美術館及び中学校体育館周辺
主　催▶和木町商工会青年部・女性部
美術館でのイベント
【イベント内容】※一部有料
●雛人形の展示
〈展示期間： 2月18日㈪~ 3 月 3 日㈰〉
●雑貨展示販売コーナー
●ひな絵馬お願いコーナー、似顔絵コーナー
●町のお花屋さん出店
・ひな祭りアレンジ教室開催
●フリーマーケット
【イベント特典】
★女性限定プレゼント　100名程度
★鑑賞された方もれなくコーヒー・甘酒無料券配布
中学校体育館前広場
●町のパスタ屋さん『アルベルコ』のパスタ出店
●ひな祭りカフェ出店
・甘酒・ぜんざい・コーヒー
●焼きたてパンの販売
●焼きカキ祭り
問合せ▶商工会（☎53－2066）

平成24年度火災予防作品の
入賞者及び展示会のお知らせ

日 時日日　時日日 時日 ▶▶▶▶ 33 月月 3 日㈰　10時~16時
場　所場場 所場 ▶▶和木美術館及び中学校体和木 体育館周辺辺周辺辺辺辺

ふれあい！！ひな祭り

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

1
月
10
日
、
和
木
小
学
校
（
重
岡
良
典
校

長
）
が
山
口
県
教
育
委
員
会
か
ら
山
口
県
学

校
安
全
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
木
小
学
校
は
、
自
転
車
教
室
や
幼
小
中

の
合
同
避
難
訓
練
な
ど
安
全
教
育
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
の

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々
に
よ
る
登
下
校
の

安
全
の
見
守
り
や
、
P
T
A
に
よ
る
地
域
安

全
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
た
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
取
組
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

1
月
18
日
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
そ
れ
ぞ

れ
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
文
化

を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
、
ま

た
、
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
大
事
に

す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

幼
稚
園
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん

に
、
保
育
所
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
皆
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

保
育
所
で
は
、
2
歳
児
が
交
代
で
先
生
と

一
緒
に
杵き

ね

を
持
ち
ま
し
た
。
先
生
や
お
友

だ
ち
が
臼う
す

を
囲
ん
で
見
守
る
な
か
、「
よ
い

し
ょ
！
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
上
手
に
お

餅
を
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
安
全
優
秀
校
表
彰

幼
稚
園
と
保
育
所
で
餅
つ
き

　

1
月
5
日
、
和
木
中
学
校
体
育
館
で
文
化

協
会
主
催
の
「
第
5
回
新
春
書
初
め
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
広
島
観
音
高
校
書
道
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ

り
、
暗
く
し
た
体
育
館
で
軽
快
な
音
楽
を

バ
ッ
ク
に
、
描
か
れ
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト

に
照
ら
し
出
さ
れ
る
、
鮮
や
か
な
文
字
に
子

ど
も
た
ち
は
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
広
島
観
音
高
校
書
道
部
の
生
徒
と

卒
業
生
か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
書
き

初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
1
月
18
日
か
ら
27
日
ま

で
「
新
春
書
初
め
作
品
展
」
と
し
て
美
術
館

に
展
示
し
ま
し
た
。（
和
木
町
文
化
協
会
）

新
春
書
き
初
め
会
・
展
示
会

　

次
の
方
々
が
、
満
1
0
0
歳
、
満
90
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
長
か
ら
長
寿
の

お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

●
1
0
0
歳

　

1
月
1
日　

木
村
キ
ヨ
子
さ
ん

●
90
歳

　

12
月
17
日　

野
村　
　

勲
さ
ん

　

1
月
21
日　

武
田
セ
キ
コ
さ
ん

　

1
月
27
日　

泉　
　

幸
惠
さ
ん

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

厚
生
功
労
者
表
彰野村　勲さん
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　秋季火災予防運動の一環として応募が
あった火災予防作品を、岩国地区消防組合
（藤本博己消防長）にて審査した結果、次
の方が入賞されました。応募いただいた作
品は下記の期間、和木町立図書館にて展示
されます。多くの方のご来館をお待ちして
います。

【入賞者】
　●部門：習字
　　特選　藤本　都和（中 2）
　●部門：ポスター
　　入選　日高　恵麻（小 5）
　　入選　藤本　美優（中 1 ）

【作品展示】
期　間▶ 2 月27日㈬~ 3 月 8 日㈮
場　所▶和木町立図書館
内　容▶和木中学校及び小学校出展者全員

問合せ▶岩国地区消防組合消防本部予防課
　　　　　　　　　　　　  （☎22－1320）

日　時▶ 3 月 3 日㈰　10時~16時
場　所▶和木美術館及び中学校体育館周辺
主　催▶和木町商工会青年部・女性部
美術館でのイベント
【イベント内容】※一部有料
●雛人形の展示
〈展示期間： 2月18日㈪~ 3 月 3 日㈰〉
●雑貨展示販売コーナー
●ひな絵馬お願いコーナー、似顔絵コーナー
●町のお花屋さん出店
・ひな祭りアレンジ教室開催
●フリーマーケット
【イベント特典】
★女性限定プレゼント　100名程度
★鑑賞された方もれなくコーヒー・甘酒無料券配布
中学校体育館前広場
●町のパスタ屋さん『アルベルコ』のパスタ出店
●ひな祭りカフェ出店
・甘酒・ぜんざい・コーヒー
●焼きたてパンの販売
●焼きカキ祭り
問合せ▶商工会（☎53－2066）

平成24年度火災予防作品の
入賞者及び展示会のお知らせ

日 時日日　時日日 時日 ▶▶▶▶ 33 月月 3 日㈰　10時~16時
場　所場場 所場 ▶▶和木美術館及び中学校体和木 体育館周辺辺周辺辺辺辺

ふれあい！！ひな祭り

ま
ち
の
話
題

　

正
月
明
け
の
3
連
休
は
、
成
人
式
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
町
内
各

所
で
伝
統
行
事
で
あ
る
「
と
ん
ど
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
と
ん
ど
」
は
、
小
正
月
（
こ

し
ょ
う
が
つ
：
1
月
15
日
）
の
行
事
で
、
正

月
の
松
飾
り
、
し
め
な
わ
、
書
初
め
な
ど
を

家
々
か
ら
持
ち
寄
り
、
一
箇
所
に
積
み
上
げ

て
燃
や
す
と
い
う
、
日
本
全
国
に
伝
わ
る
お

正
月
の
火
祭
り
行
事
で
す
。
田
ん
ぼ
や
川
原

に
竹
の
や
ぐ
ら
を
組
み
、
燃
や
し
、
そ
の
火

に
あ
た
っ
た
り
、
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
と
、

一
年
間
、
無
病
息
災
で
健
康
で
い
ら
れ
る
と

か
、
燃
や
し
た
書
初
め
の
紙
が
高
く
舞
い
上

が
る
と
書
道
が
上
達
し
、
勉
強
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
、

平
日
、
土
・
日
に
関
わ
ら
ず
1
月
14
日
の
晩

に
、
田
ん
ぼ
や
川
原
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
、
田
ん
ぼ
が
減
り
、
住
宅
も
増

え
、
火
災
の
恐
れ
か
ら
竹
の
や
ぐ
ら
も
小
さ

く
な
る
と
と
も
に
、
成
人
の
日
が
第
2
月
曜

に
変
わ
っ
た
こ
と
、
世
話
人
の
仕
事
の
都
合

や
、
子
ど
も
会
行
事
と
併
せ
て
行
っ
た
り
と

い
う
事
情
で
、
休
日
の
午
後
に
行
う
事
が
多

く
な
り
様
相
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
の
伝
統
行
事
を
見
直
そ
う

と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
自
治
会
、
婦

人
会
、
生
改
連
等
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
伝

統
行
事
が
後
世
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

と
ん
ど
で
無
病
息
災
祈
願
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419

●
公
園
内
で
の
け
が
や
事
故
に 

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
責
任
で

あ
る
こ
と
。

●
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
が
集
う
公
園
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
、
小
さ
い
子
の
安
全
に
気
を

配
っ
て
利
用
す
る
こ
と
。

●
本
人
の
予
想
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に

ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
い
っ
た
り
、
振

り
回
し
て
他
者
に
当
た
っ
た
り
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
バ
ッ

ト
の
使
用
は
禁
止
す
る
こ
と
。

●
遊
具
を
設
置
し
て
い
る
区
域
内
で

は
、
小
学
生
以
上
の
ボ
ー
ル
遊
び
を
禁

止
す
る
こ
と
。

　

1
月
14
日
、

恒
例
の
蜂
ヶ
峯

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
が
和

木
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
を
メ
イ
ン

コ
ー
ス
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ

ち
ら
も
毎
年
ご

協
力
く
だ
さ
る

町
子
連
（
吉
田

浅
美
会
長
）
と

婦
人
会
（
西
田
敏
子
会
長
）
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
う
ど
ん
と
ぜ
ん
ざ
い
の
無
料
配
食
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

走
り
終
え
た
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

 

社
会
教
育
団
体
と
し
て
、
地
域
貢
献
も
活
動
の

軸
に
据
え
る
、
和
木
町
の
力
強
い
応
援
団
の
皆

さ
ん
で
す
。

お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

子
ど
も
た
ち
の
「
遊
び
」
の
環
境
整
備

の
た
め
、
昨
年
10
月
か
ら
、
あ
け
ぼ
の
公

園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
を
解
禁
し
ま
し
た
。

解
禁
か
ら
4
ヵ
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、
遊

び
方
に
つ
い
て
は
概
ね
良
好
の
よ
う
で

す
。
遊
ぶ
人
数
が
増
え
れ
ば
け
が
の
危
険

性
も
高
ま
り
ま
す
の
で
、
周
り
に
気
を
つ

け
て
、
安
全
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

 

一
方
、
菓
子
な
ど
の
ゴ
ミ
が
増
え
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る

公
園
で
す
の
で
、
お
互
い
が
マ
ナ
ー
を
守

り
、
み
ん
な
が
気
持
ち
良
く
公
園
を
使
え

る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

あ
け
ぼ
の
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

あ
け
ぼ
の
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

あ
け
ぼ
の
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

　

県
の
社
会
教
育
・

文
化
財
課
で
は
、

少
子
化
や
核
家
族
化

等
社
会
環
境
の
変
化

に
伴
い
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
低
下
に

よ
る
子
ど
も
た
ち
の

育
ち
へ
の
影
響
が
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
家

庭
に
お
け
る
親
の
役

割
を
見
直
し
、
望
ま
し
い
家
庭
教
育
の
実
践
へ
向
け
て

の
気
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
全
体
で
支

え
合
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
家
庭
教
育
の
充
実
に
向
け
て

次
の
4
つ
の
事
項
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

●
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着

●
家
族
が
ふ
れ
あ
う
機
会
づ
く
り

●
お
手
伝
い
の
定
着

●
父
親
の
家
庭
教
育
参
加

　

そ
し
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
、
本
を
読
ん
で
外
遊
び
、
み
ん
な
仲
良
く
今
日
も
元

気
」
を
掲
げ
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
「
家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
サ
イ
ト
に
は
、『
親
と
子
の
や
く
そ
く
カ
レ

ン
ダ
ー
』
や
『
「
家
庭
で
の
お
手
伝
い
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
』
な
ど
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.yam
aguchi.lg.jp/cm
s/a5

0400/kateikyouiku/kateinogenki.htm
l

家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

遊
び
方
の
決
ま
り

遊
び
方
の
決
ま
り
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○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

木水火月日 金 土

　破損・汚損の程度によっては弁償していただくこと
もありますが、セロハンテープなどで
補修されますと、かえって本を傷める
こととなりますので、そのまま、図書
館へお持ちいただきご連絡ください。
　すべての方が快適にご利用いただけ
るようにご協力をお願いいたします。

Q：借りた本を
　　破ったり壊した時は?

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

1
8
15
22

2
9
16
23

2月の休館日

＜CD＞

＜一般書＞

☆バラ―丼／いきものがかり
☆BEST HITS－LOVE SIDE／SOUL SIDE－／EXILE
☆ゴールデン・アルバム／ゴールデンボンバー
☆MIRACLE／J Soul Brothers
☆リリカル＊ワンダー／柴咲コウ
☆ファンキーモンキーベイビーズ5／
 FUNKY MONKEY BABYS
☆Dawn Over the Clover Field／槇原敬之
☆ORANGE GARDEN POP／YUI
☆ONE PIECE 15th Anniversary BEST ALBUM
☆TAKE ME HOME-LIMITED YEARBOOK EDITION／
 ワン・ダイレクション

『イノセントブルー　記憶の旅人』 神永学著
『不幸は人生の財産』 曽野綾子著
『輝天炎上』 海堂尊著
『欠落』 今野敏著
『いちばん長い夜に』　　 乃南アサ著

＜児童書・絵本＞

『ちょうちんそで』　 江國香織著
『冬芽の人』 大沢在昌著
『笑うハーレキン』　 道尾秀介著
『望郷』 　　　　　　湊かなえ著
『奥の奥の森の奥に、いる。』 山田悠介著
『穢れた手』 堂場瞬一著
『溝鼠　最終章』 新堂冬樹著

『まんげつのこどもたち』 軽部武宏作・絵

『おじいさんのしごと』 山西ゲンイチ作・絵

『ボニー、ゆうかいされる?』

 ベル・ムーニー作　スギヤマカナエ絵　宮坂宏美訳

『よいこは　もう　ねるじかん』

 高畠じゅん子作　高畠純絵

『体育館の日曜日』 村上しいこ作　田中六大絵

『おひなさまのいえ』 ねぎしれいこ著　吉田朋子絵

『もちっこやいて』 やぎゅうげんいちろう作・絵

『おれは　ワニだぜ』 渡辺有一作・絵

日　時▶ 2 月16日㈯
 10時30分～11時
 おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶おはなしの部屋
問合せ▶図書館（☎54－0222）

日 時▶ 月 ㈯

お は な し 会
　破損・汚損の程度に
もありますが、セロハ
補修されますと かえ

Q：
　　

図書館

Q&AA

【新成人の皆さんへ】裏面（9・10P）を抜き取り、A3版でパウチ等して記念に保存してください。8



祝  成人式祝  成人式

式典のようす

実行委員の皆さん　お疲れ様でした

町民憲章を唱和

お礼の言葉を述べる
久保田大岳さん

　

1
月
13
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
成
人

式
」
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
4
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
1
0
0
名
（
男
性
58
名
、
女
性
42
名
）。

式
典
に
は
華
や
か
な
振
袖
や
凛
々
し
い
ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
66
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
河
村
教
育
長
は
「
自
ら
の
夢
の
実

現
に
向
け
て
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
常
に
謙
虚

な
姿
勢
で
い
れ
ば
、
必
ず
周
り
の
人
が
応
援

を
し
て
く
れ
ま
す
。
自
分
た
ち
が
日
本
の
未

来
を
作
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
誇
り
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
有
意
義
に
送
ら
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
太
田
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
新

成
人
代
表
の
米
元
ま
り
え
さ
ん
に
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
成
人
式
と
い
う
大
き
な
人
生

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
変

わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
夢
や

希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
べ
き
か
を
考
え

る
良
い
機
会
だ
と
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
衆
議
院
総
選
挙
で
は
、
私

た
ち
は
国
を
作
っ
て
い
く
大
事
な
一
人
の
国

民
で
あ
り
自
分
自
身
の
将
来
の
た
め
、
ま
た

子
ど
も
を
も
つ
人
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
の

将
来
の
た
め
に
も
、
非
常
に
大
き
な
責
任
が

あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
決

し
て
自
分
一
人
だ
け
で
生
き
て
き
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
隣
に
座
っ
て
い
る
友

達
、
い
つ
も
傍
で
励
ま
し
て
く
れ
た
家
族
、

熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
な

ど
、
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

育
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
支
え
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
人
た
ち
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
社
会
人
と
し
て
自
ら
の
言
動
に
責
任
を

も
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
抜
粋
）

　

ま
た
、
古
木
町
長
は
祝
辞
で
「
成
人
式
を

一
つ
の
節
目
と
し
て
、
自
分
の
将
来
像
を
描

き
、
人
生
設
計
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

実
現
に
向
け
て
知
恵
を
絞
り
、
勇
気
を
も
っ

て
行
動
し
、『
ふ
る
さ
と
』
和
木
町
の
発
展

の
担
い
手
と
し
て
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
久
保
田
大だ

い
が
く岳
さ

ん
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
、
町

民
憲
章
の
唱
和
が
宮
本
幸
輝
さ
ん
の
発
声
に

よ
り
新
成
人
全
員
で
力
強
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
写
真
撮
影
に
続
い

て
、
新
成
人
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画

し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
・
中
学
生
時
代
の
恩
師
や
旧
友
と
の

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
、
互
い
の
近
況
報
告
や

懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
ホ
ワ
イ

エ
は
終
始
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
で
決
意
を
新
た
に
し
た
和
木
町
の

新
成
人
は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
歩

み
出
し
ま
し
た
。
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乾
燥
対
策

　

空
調
機
器
の
使
用
や
湿
度
の
低
さ
か

ら
乾
燥
を
感
じ
る
時
期
で
す
。
唇
の
ひ

び
割
れ
や
肌
の
か
ゆ
み
と
い
っ
た
影
響

が
出
た
り
、
起
床
時
の
喉
の
痛
み
な
ど

不
快
に
感
じ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま

す
。
か
ゆ
い
部
分
を
つ
い
掻
い
て
し
ま

い
、
か
ゆ
み
が
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か

炎
症
や
湿
疹
が
生
じ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
乾
燥
す
る
と
皮
膚
の
バ

リ
ヤ
機
能
が
低
下
し
、
外
部
刺
激
を
受

け
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
乾
燥
対
策

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

☆
ポ
イ
ン
ト
紹
介
☆

・
皮
脂
の
喪
失
、
か
ゆ
み
の
誘
発
を
避

け
る
た
め
、
熱
い
湯
で
の
入
浴
や
長

湯
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
体
を
洗
う
と
き
は
、
擦
ら
ず
よ
く
泡

立
て
て
な
で
る
よ
う
に
洗
う
と
よ
い

で
す
。
乾
燥
が
ひ
ど
い
部
位
は
石
け

ん
の
使
用
頻
度
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。

・
濡
れ
た
ま
ま
の
皮
膚
は
水
分
の
蒸
発

量
が
増
す
た
め
、
す
ば
や
く
拭
き
取

り
ま
し
ょ
う
。
入
浴
後
に
は
保
湿
ク

リ
ー
ム
の
使
用
が
お
す
す
め
で
す
。

・
暖
房
を
使
用
す
る
と
き
は
、
直
接
風

に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま

す
。

・
か
ゆ
み
が
強
い
場
合
は
薬
剤
を
使
用

し
ま
す
が
、
使
用
方
法
に
つ
い
て
は

医
師
の
指
示
に
従
い
、
自
己
判
断
で

増
減
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

寒
い
と
水
分
補
給
に
注
意
が
向
か
な

く
な
り
ま
す
。
肌
の
乾
燥
対
策
と
同
時

に
、
忘
れ
が
ち
な
水
分
摂
取
も
お
こ
な

い
ま
し
ょ
う
。

元気アップ教室
①エアロビクス
日　時▶ 2月22日㈮　10時~11時30分
準　備▶動きやすい服装・室内
　　　　シューズ・タオル・お茶
申込み▶ 2月20日㈬まで
②筋力アップ
日　時▶ 3 月15日㈮　10時~11時30分
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・お茶
申込み▶ 3 月13日㈬まで
①②ともに会場及び問合せ先は保健相談セン
ター（☎52－7290）

インフルエンザ予防接種
実施期間▶ 2月28日㈭まで

※60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸
器の機能障害で身体障害者手帳1級程度の障害のあ
る人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機
能に日常生活が不可能な程度の障害のある人は接種
できます。ただし、1,050円の自己負担が必要です。
詳しいことは事前に下記にお問合せください。
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

中学3年生と高校3年生の希望者

65歳以上の希望者※

65歳以上の生活保護世帯

自己負担額

無  料

1,050円

無  料

対　象　者

食道がん・胃がん・大腸がんについて~内視鏡検診のすすめ~食道がん・胃がん・大腸がんについて~内視鏡検診のすすめ~健康づくり講演会
　健康で、おいしく食べる楽しみをいつまでも…胃腸の病気や、最新の検査、治療についてなど岩国医療セ
ンターの消化器の専門の先生にご講演いただきます。
　春に新しくオープンする病院の様子も教えていただけます。お誘い合わせのうえ、
ぜひ、ご参加ください。
日　時▶ 2 月14日㈭　13時30分~15時
場　所▶保健相談センター
講　師▶独立行政法人　国立病院機構　岩国医療センター
　　　　田中彰一消化器科医長
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

か

こ
す
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★は申込みが必要です。

場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

（ 2 月14日～ 3 月15日）
行　　事

保健相談センター

体育センター
保健相談センター
体育センター

保健相談センター

9：30～13：00
10：00～12：00
13：30～15：00
10：00～15：00
13：30～14：30
10：00～11：30
10：00～15：00
9：30～13：00
9：30～10：30
10：00～15：00
9：30～10：30
10：00～15：00
10：00～11：30

2月14日（木）

21日（木）

22日（金）

28日（木）

3月4日（月）
7日（木） 

14日（木）

15日（金）

乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

おおむね2～3歳児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方
一般の方

★赤ちゃんのつどい（離乳食）
プレイルーム

健康づくり講演会
プレイルーム

すくすく計測・相談会
★元気アップ教室
プレイルーム
★幼児食教室
健康相談

プレイルーム
健康相談

プレイルーム
★元気アップ教室

母推さん募集！

自分でできることは自分でさせましょう
～子育て中のパパ、ママへ～

かぶのナムル

ⓐ

（材料４人分）
かぶ…………………200g
赤ピーマン……………20g
かぶの葉………………60g
塩………小さじ1/3弱
しょうゆ…小さじ2/3
ごま油……小さじ2/3
赤唐辛子……小 1 本
しょうが…小 1 かけ

●作り方
①下準備
かぶ…いちょう切りにして、
さっと茹で塩（分量外）をふ
る。
赤ピーマン…薄く切り、さっと
茹でて塩（分量外）をふる。
かぶの葉…茹でて 2 cmの長さ
に切る。
赤唐辛子…小口切りにする。
しょうが…みじん切りにする。
②和える
ⓐを混ぜ合わせて①の野菜を和
える。
（ 1 人分エネルギー30キロカ
ロリー）

ピリッとして、彩りも良くおいしいですよ。
（和木町食生活改善推進協議会　 6班）

●●●●●●●●●●母推さんから一口メモ
　イベントや広報を通して、同じ地域に暮らして
いる方の子育てを応援しませんか?
主な活動内容▶健康や子育てに関するイベント
活動・広報
（例）すくすく計測相談会で子どもさんの見守
り、場の提供
2歳児歯科健診でむし歯予防普及
応募方法▶ 3月15日㈮までにお申し出ください。
応募・問合せ▶母子保健推進協議会事務局
（保健相談センター内）（☎52－7290）

　子育て中の方同士で、おしゃべりしなが
ら、お子さまランチをつくってみませんか？
日　時▶ 2 月28日㈭　 9 時30分～13時
場　所▶保健相談センター
内　容▶食事についてのお話・情報交換
調理実習　~ヘルシー☆お子さまランチ~
対象者▶おおむね 2 ～ 3 歳児とその保護者
食材料費▶500円程度
持ってくる物▶母子健康手帳･エプロン･手拭
タオル･ふきん
※お子さんが使い慣れているスプーンや箸、

エプロン等があれば、ご準備ください。
申込み▶保健相談センター（☎52－7290）ま
で、ご連絡ください。
◆2月21日が申込期限ですが、それまでに 8 組

の申込みがあった場合は、締め切らせてい
ただきます。

◆食物アレルギー等がある場合は、申込みの
際にお申し付けください。

・子どもが食べやすい大きさにして盛
り付けましょう。

・子どものお気に入りの食器などを
使って、食べることに興味を持たせ
ましょう。

 （和木町母子保健推進協議会）
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行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
2
月
21
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
1
6
1
6
） 

　

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

お
聴
き
し
、
公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
そ
の

解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
り
、
皆
さ
ま
の
声

を
行
政
の
制
度
及
び
運
営
の
改
善
に
い
か
し

て
い
ま
す
。

◆
行
政
苦
情
1
1
0
番

　
　
　

（
☎
0
5
7
0
―
0
9
0
1
1
0
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

精
神
保
健
相
談

予
約
制
（
無
料
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
奇
数
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
2
月
19
日
㈫
、
3
月
6
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
・
問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29
―
1
5
2
5
）

山
口
県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

貸
付
対
象
▼
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
備
え
て

い
る
中
小
企
業
勤
労
者

⑴
県
内
に
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に
1
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
方

⑵
市
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

⑶
資
金
使
途
が
明
確
な
方

貸
付
条
件
▼

償
還
方
法
▼
元
利
均
等
月
賦
償
還
（
元
金
償

還
額
の
30
％
以
内
で
の
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）

債
務
保
証
▼
㈳
日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会

の
債
務
保
証
（
要
保
証
料
）

申
込
先
▼
中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
に
当
た
っ

て
は
、
中
国
労
働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま

す
。）

問
合
せ
▼
県
労
働
政
策
課

　
　

（
☎
0
8
3
―
9
3
3
―
3
2
1
0
）

町
内
無
料
法
律
相
談

日　

時
▼
2
月
19
日
㈫　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

相
談
員
▼
白
木
健
太
朗
弁
護
士

受　

付
▼
2
月
14
日
㈭
ま
で
（
先
着
5
名
）

お
願
い
▼

●
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

●
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
1
6
1
6
） 

特
設
人
権
相
談
所

日　

時
▼
2
月
4
日
㈪

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の

貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め

ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
5
）

中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か
「
ハ
ー
ト
ピ
ア

共
済
」

　

県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
方
の
た
め
の
共

済
制
度
で
す
。
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
交

通
事
故
、
労
働
災
害
の
事
故
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
時
間
で
の
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
の

死
亡
、
障
害
、
入
院
な
ど
保
障
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
宅
災
害
な
ど
の
お
見
舞
い
金

や
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・
中
・
高
校
入

学
祝
い
金
も
給
付
し
ま
す
。

対　

象
▼
県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、

契
約
発
効
日
の
前
日
に
健
康
な
方

掛　

金
▼
月
掛
け
（
1
人
）

1
型
：
4
5
0
円
、
2
型
：
9
0
0
円
、

3
型
：
1,
5
0
0
円
、
4
型
：
2,
0
0
0

円
、
高
齢
者
型
：
4
5
0
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

型
：
5
0
0
円

年　

齢
▼
満
15
歳
〜
満
71
歳
（
子
ど
も
は
、

0
歳
〜
満
25
歳
未
満
）

問
合
せ
▼

和
木
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
企
画
総
務
課
）

　
　

（
☎
52
―
2
1
3
6　

内
線
3
1
1
）

求
職
者
支
援
制
度

　

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用
保
険
が
受

給
で
き
な
い
求
職
者
の
方
が
、
職
業
訓
練
に

よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
再
就
職

を
目
指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

●
「
求
職
者
支
援
訓
練
」
ま
た
は
「
公
共
職

業
訓
練
」
を
受
講
で
き
ま
す
。（
原
則
と

し
て
、
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

●
訓
練
期
間
中
及
び
訓
練
終
了
後
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
積
極
的
な
就
職
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
収
入
、
資
産
な
ど
の
一
定
要
件
を
満
た
す
方

に
、
訓
練
期
間
中
、「
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
月
額
10
万
円
な
ど
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21
―
3
2
8
1
）

山
口
労
働
局
職
業
安
定
部
求
職
者
支
援
室

　
　

（
☎
0
8
3
―
9
9
5
―
0
3
8
7
）

各
種
お
知
ら
せ

大学教育資金 300万円

100万円

100万円

100万円

100万円

貸付
限度額

10年
以内

貸付期間

10年
以内
10年
以内
10年
以内
10年
以内

年
2.0%

利  率

年
2.0%
年
2.0%
年
2.0%
年
2.0%

資 金 名

育児・介護
休業資金
冠婚葬祭・
療養資金

生活向上資金

災害資金
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に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

　
　

（
☎
52
―
2
1
9
7　

内
線
4
1
2
）

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

〜
親
子
で
遊
び
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
親
子

同
士
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対　

象
▼
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

日　

時
▼
2
月
19
日
㈫

　
　
　
　

※
毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
和
木
2
丁
目
第
3
集
会
所
（
山
の

手
集
会
所
）

参
加
費
▼
1
0
0
円
（
1
家
族
に
つ
き
）

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
8
6
4
4
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期　

間
▼
3
月
1
日
㈮
〜
7
日
㈭

全
国
統
一
防
火
標
語

『
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ

な
い
』

　

3
月
1
日
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥

し
ま
す
の
で
、
火
の
元
、
屋
外
で
の
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22
―
1
3
2
0
）

い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課　

こ
ど
も
担
当

室
（
☎
52
―
2
1
9
4　

内
線
2
0
7
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

条　

件
▼
町
内
に
在
住
し
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

年
会
費
▼
4,
0
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
）

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

●
屋
内
で
の
軽
作
業

●
管
理
、
守
衛
、
宿
直

●
そ
の
他

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
53
―
8
0
5
5
）

0372住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
6
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
2
ヵ
月
以
内

平
成
25
年
度
保
育
所
入
所
児

（
0
〜
2
歳
児
）
募
集
中

受
付
期
間
▼
2
月
8
日
㈮
ま
で

受
付
場
所
▼
新
規
入
所
は
役
場
住
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
て
受
付
。
継
続
入
所
は
和
木
保
育
所

で
も
受
付
け
ま
す
。

入
所
資
格
▼
児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族
及

び
児
童
の
養
育
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
就

業
、
病
気
等
の
理
由
で
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

必
要
な
も
の
▼

●
保
育
所
入
所
申
込
書

●
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

※
入
所
申
込
書
等
の
書
類
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
、
和
木
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

●
父
母
等
の
平
成
24
年
中
の
所
得
が
わ
か
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の

写
し
な
ど
）

※
期
限
内
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
後
日

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
決
定
▼
3
月
上
旬
（
予
定
）

※
保
育
所
は
平
成
22
年
4
月
2
日
以
降
に
出

生
さ
れ
た
乳
幼
児
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
は
幼
稚
園
で
教

育
・
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

注
意
点
▼
多
数
の
入
所
申
し
込
み
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

※
年
齢
別
の
定
員
を
超
え
る
入
所
希
望
が
あ

っ
た
際
は
、
入
所
選
考
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
期
限
内
に
入
所
申
込
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
ご
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
の
提
出
を
お
願

家
畜
飼
養
者
の
皆
さ
ま
へ

〜
家
畜
（
牛
・
馬
等
）、
家
き
ん
（
鶏
等
）：

1
頭
、
1
羽
か
ら
の
報
告
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
〜

　

近
年
の
宮
崎
県
に
お
け
る
口
蹄
疫
や
全
国

各
地
で
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
を
踏
ま
え
て
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が

改
正
さ
れ
、
平
成
23
年
よ
り
家
畜
や
家
き
ん

の
所
有
者
は
、
毎
年
1
回
、
飼
養
し
て
い
る

家
畜
の
種
類
及
び
頭
羽
数
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
報
告
様
式
に
つ
い
て
は
、
農
林
水

産
省
―
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
改
正
H
P
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

報
告
期
限
▼
3
月
15
日
㈮

報
告
先
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
4
）

介
護
予
防
講
演
会

み
ん
な
で
実
践
!
介
護
予
防

〜
今
日
か
ら
で
き
る
楽
し
い
体
操
〜

　

い
き
い
き
と
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
す
た
め

に
、
運
動
で
き
る
身
体
機
能
を
維
持
し
ま
し

ょ
う
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
2
月
19
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

講　

師
▼
嘉
屋
早
百
合
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　

（
M
E
T
S
・
や
ま
と
）

申
込
み
▼
不
要

準　

備
▼
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
52
―
2
1
9
6
）
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◆付加年金
　第 1 号被保険者及び任意加入被保険者の人は、
希望によりご利用になれます。
　月々の定額保険料に付加保険料（400円）をプラ
スして納めると、老齢基礎年金に付加年金を上乗
せして受け取ることができます。
※付加保険料は、納付期限（翌月末日）までしか
納めることはできません。
※国民年金基金加入者、第 3 号被保険者（会社員
や公務員に扶養されている配偶者）の人は、申
込みできません。
年金額▶付加保険料納付月数×200円
◆寡婦年金
　第1号被保険者及び任意加入被保険者として、保
険料納付済期間と保険料免除期間を合わせて25年
以上ある夫が65歳前に老齢基礎年金や障害基礎年
金を受けずに亡くなったとき、生計を維持されて
いた妻（婚姻期間が10年以上）が60歳から65歳に
なるまでの間、受給されます。
年金額▶夫の第1号被保険者期間について計算した
老齢基礎年金の 4分の 3の額（付加年金は除く）

◆死亡一時金
　第 1 号被保険者及び任意加入被保険者として国
民年金保険料を 3 年（36月）以上（一部免除の場
合は月数が変わります）納めている人が、老齢基
礎年金や障害基礎年金などを受けずに亡くなった
とき、生計を同一にしていた遺族が受けられる一
時金です。
　ただし、妻や子が遺族基礎年金を受けられると
きは、死亡一時金は受給できません。
一時金の額▶保険料を納めた期間に応じて
　　　　　　120,000円~320,000円
※付加保険料を 3 年（36月）以上納めているとき
は、8,500円が加算されます。

【注意】寡婦年金を受けるための要件と死亡一時
金を受けるための要件の両方に該当する場合は、
どちらか一方を選択することになります。

問合せ▶岩国年金事務所（☎24－2222）
　　　　保健福祉課（☎52－2195）

　これまで、交通災害共済の加入については、主に婦人会・自治会の方が各家庭を訪問して募集を行って
いました。
　平成25年度の会員募集からは各家庭への訪問はとりやめ、加入に必要な書類等を役場から各家庭へ送付
いたします。加入を希望される方は、指定の金融機関または役場住民サービス課窓口で掛金を支払い、手
続きをしていただくようになります。
　なお、満60歳以上（掛金無料）の方のみが加入される場合は、金融機関での加入手続きはできません。
役場で受付けいたしますのでご注意ください。
　必要書類の送付は 3月上旬を予定しております。
◆指定の金融機関　・ゆうちょ銀行（中国五県）
　　　　　　　　　・山口銀行（県内支店）
　　　　　　　　　・山口東農業協同組合

◆掛　金　・一人につき　500円／年
　　　　　・中学生以下　300円／年
　　　　　・平成25年 4 月 1 日現在で、満60歳以上の方は無料です。
※本町に住所を有している方が扶養する方で、就学等のために町外に転出されている方（学生）も加入で
きます。
　交通災害共済事業は、少ない掛金で加入できる助け合い制度です。ぜひ加入しましょう。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

交通災害共済の加入方法が変わります

これまでの加入方法

役場窓口

募集訪問時または役場窓
口で掛金を支払い手続き
をする。

新しい加入方法

指定の金融機関及び役場窓口

加入方法

加入窓口

指定の金融機関または役場窓口で掛金を支払い手続きをする。
※満60歳以上（掛金無料）の方のみが加入される場合は役場で
　のみ受付。

婦人会等が各家庭を訪問
して募集。募集方法

加入に必要な書類を役場から送付する。
（三井化学和木社宅自治会、三井化学寮、JX和木寮にお住まい
の方、及びわきあいあい苑に入所されている方をのぞく）
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ホ ー ル
舞 台 の み （ 練 習 ）
講 習 室
集 会 室
商 工 指 導 室
研 修 室
視 聴 覚 室
ホ ワ イ エ
ピアノ（スタインウェイ）使用

ア リ ー ナ

ア リ ー ナ 照 明

文化会館使用料

体育センター使用料【団体利用】 （個人利用は変更ありません。）

1時間につき　　1,000円
1 時間につき 400円
1 時間につき 400円
1 時間につき 200円
1 時間につき 400円
1 時間につき 400円
1 時間につき 200円
1 回につき 7,000円

1 時間につき 5,000円 1 時間につき 6,000円
9 時~17時 17時~22時

1時間につき

1時間につき

 100円
 200円
 300円
 50円
 100円
 150円

単 位
1/6面
2/6面
3/6面
1/6面
2/6面
3/6面

単 位利 用 区 分

利用区分 時間区分

使 用 料

1 .  利用時間が 1時間に満たない場合でも、 1時間の金額になります。
2 .  ホール使用料について、当日の行事に関連する準備や片付けでの利用は、半額になります。
3 .  町外居住者の場合は、上記使用料の 3割増しです。

1 .  利用時間が 1時間に満たない場合でも、 1時間の金額になります。
2 .  準備及び片付けの時間も利用時間に含みます。
3 .  町外の団体が利用する場合のアリーナ使用料は 2倍になります。（照明使用料は除く。）

　使用料については、減免を受けられる場合もあります。ご不明な点は、教育委員会事務局へ
お問合せください。
問合せ▶教育委員会事務局（☎53－3123）

変更箇所は、青文字（太字）で記載しています。

4月から、文化会館と体育センターの使用料が変更になります4月から、文化会館と体育センターの使用料が変更になります4月から、文化会館と体育センターの使用料が変更になります

第
5
回
カ
ー
プ
杯
争
奪

岩
国
市
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
12
月
9
日

場　

所
▼
カ
ー
プ
2
軍
由
宇
球
場

結　

果
▼
準
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団平
成
25
年
和
木
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

期　

日
▼
3
月
17
日
㈰　

9
時
30
分
〜

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目
▼

一
般
男
子　

A
級
複
・
B
級
複
・
C
級
複
・

　
　
　
　
　

D
級
複

一
般
女
子　

A
級
複
・
B
級
複
・
C
級
複
・

　
　
　
　
　

D
級
複

中
学
生
複
合
の
部

小
学
生
複
合
の
部

親
子
複
合
の
部
（
小
学
生
以
下
）

※
D
級
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
が
2
年
未

満試
合
方
法
▼
リ
ー
グ
戦
ま
た
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦

参
加
資
格
▼
和
木
町
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は

町
体
育
協
会
登
録
者

参
加
料
▼

一
般
・
高
校
生　
　

3
0
0
円
/
人

中
学
生
・
小
学
生　

1
0
0
円
/
人

申
込
期
限
▼
3
月
8
日
㈮
必
着

問
合
せ
▼
体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ

ー
内
）
（
☎
52
―
2
8
1
1
）

ス
ポ
ー
ツ
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和木町のごみ事情和木町のごみ事情

ミニ農園入園者募集

現地

現地

現地

　各ごみステーションには、リサイクル専用かごが設置してあります。
　ペットボトルとリサイクルビンの専用かごとなっていますので、ペットボトルと飲料用・食料用のびん
はポリ袋などに入れず、各収集日に必ずリサイクル専用かごに入れてください。
●ペットボトル
　マークの中の数字が「 1 」のものを、「ペットボトルの日」に出してください。ふたとラベ
ルを取り、中身をよく洗い、つぶしてから専用かごに入れてください。（マークの中の数字が
「 1 」以外のプラスチックボトルやふた、ラベルは「プラスチックの日」に出してください。）
●リサイクルビン
　リサイクルビンは飲料用と食料用の100ml以上のびんが対象です。
　ふたを取り、中身を洗浄したびんを専用かごに入れてください。色分けやラベルをはがす必要はありま
せん。
※農薬・殺虫剤、化粧品、芳香剤、花瓶、コップ類はリサイクルできませんので「埋立てごみ」となります。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

　「新成人を祝福しよう」と 1 月11日、商工会青年部（小林弘典部長）
が役場前の花壇に約400株のパンジーを植えました。黄色、紫色、白色な
ど色とりどりのパンジーが花壇いっぱいに植え込まれ、通行する方々の目
を楽しませることと思います。今後も、季節ごとにきれいな花を植えてい
く予定です。商工会青年部の皆さん、町の環境美化活動にご協力いただ
き、ありがとうございます。
※公共施設の花壇に植えている花を持ち去られることのないよう、ご理解、ご協力をお願いいたします。

「新成人を祝福しよう」と新成人を祝福しよう」と新成人を祝福しよう」と 111 月11日、商工会青年部（小林弘典部長）
が役場前の花壇に約400株のパンジーを植えました。黄色、紫色、白色なの花壇に約400株の花壇に約400株
ど色とりどりのパンジ が花壇い ぱいに植え込まれ 通行する方々の目

リサイクルビン、ペットボトルは、袋などに入れずリサイクル専用かごに入れてください。リサイクルビン、ペットボトルは、袋などに入れずリサイクル専用かごに入れてください。

関
ヶ
浜
1
丁
目

　町では、農作業による生産の喜びを多くの皆さんに体験していただき、自然とのふれあいを実感してい
ただけるように、ミニ農園の入園者を募集します。

対象者▶町内在住の方で今まで入園されていない方
入園期間▶平成25年 4 月 1 日~平成26年 3 月末日（最大 5 年間）
募集期間▶ 2 月 4 日㈪~15日㈮
申込方法▶住民サービス課にある所定の様式により申し込んでください。
　　　　　なお、申込多数の場合は抽選により入園者を決定します。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）
※入園料については、予定の金額です。

場所：関ヶ浜1丁目208- 2 , 3 , 7
募集区画： 6 区画
面積：75㎡/区画
入園料【年額】：8,700円（予定）

場所：和木 1 丁目317- 1
募集区画： 4 区画
面積：24㎡/区画
入園料【年額】：4,400円（予定）

場所：和木 4 丁目
募集区画： 2 区画
面積：37㎡/区画
入園料【年額】：5,300円（予定）

和
木
1
丁
目

和
木
4
丁
目

今月の納税 掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ

ン
ネ
ル
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写
真
を
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写

真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご
家

族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

　
　
　
　
　
　

 

（
☎
52
―
2
1
3
6
）

固定資産税・・・・・・・・・・・・・・・・・4 期分
町営住宅使用料・・・・・・・・・・・・・2 月分
国民健康保険料・・・・・・・・・・・・・8 期分
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・8 期分
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・8 期分

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。 
　納期限は 2 月28日㈭です。
問合せ▶税務課（☎52−2193）

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
で
は
、
手
づ

く
り
焼
き
た
て
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
害

を
持
っ
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

日　

時
▼
2
月
13
日
㈬　

15
時
〜

場　

所
▼
総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

不
器
用
に
ず
る
ず
る
と
歳
拾
い
き
て

　
何
を
す
る
に
も
手
抜
き
の
多
し	

広
宇
次
信
子

四
丁
目
の
輝
き
て
い
し
街
灯
に

　
未
来
を
重
ね
夢
を
託
さ
む	

森
本
　
初
子

「
寒
か
っ
た
」
中
国
出
張
終
え
し
息こ
子
の

　
メ
ー
ル
の
文
字
に
心
安
ら
ぐ	

神
園
　
静
美

父
も
ま
た
幸
福
駅
の
こ
の
切
符

　
持
っ
て
い
た
の
か
銭ぜ
に

函ば
こ

・
増ま
し

毛げ

も	

竹
次
　
兼
俊

山
茶
花
の
紅
の
じ
ゅ
う
た
ん
濡
ら
し
つ
つ

　
夕
べ
静
か
に
氷ひ

雨さ
め

降
り
そ
む	

藤
上
　
紀
子

【
相
　
談
】

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
、
四
つ
ん
這
い

に
な
っ
て
腰
の
脂
肪
を
燃
や
す
と
い
う

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
器
具
を
使
用
し
た
と
こ

ろ
、
持
病
の
腰
痛
が
悪
化
し
た
。
こ
の

よ
う
な
相
談
が
他
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

事
例
の
器
具
の
ほ
か
に
も
ル
ー
ム
ラ

ン
ナ
ー
や
ベ
ル
ト
型
振
動
器
具
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
家
庭
用
健
康
器
具
に
よ
る
危

害
等
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
簡
単
に
運
動
が
で
き
る
家
庭

用
健
康
器
具
は
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、
比
較
的
安
価
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
健
康
器
具
は
体
に
負
荷
を

か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

購
入
す
る
か
ど
う
か
慎
重
に
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
通
信
販
売
の
場
合
、
消
費
者

は
購
入
前
に
取
扱
説
明
書
の
注
意
表
示

を
確
認
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

既
往
症
や
持
病
が
あ
る
場
合
、
器
具
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
症
状
が
悪
化

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
使
用
で
き
る
か
ど
う
か
販
売
業
者
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
使
用
に
際
し
て
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
使
用
方
法
を
守

る
こ
と
と
、
自
分
の
体
や
健
康
状
態
に

合
わ
せ
て
無
理
の
な
い
程
度
に
運
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
製
品
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
や
返
品
に
は
、
取
扱
説
明
書
や
領
収

書
な
ど
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
関

係
書
類
は
必
ず
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

問
合
せ
▼

　

企
画
総
務
課
（
☎
52
―
2
1
3
6
）

　

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

　

久
保
千
枝
子
（
☎
53
―
2
7
3
8
）

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
0
8
3
―
9
2
4
―
2
4
2
1
）

Vol.91

家庭用健康器具による
危害等について

	

（
1 

月
句
会
）

元
旦
の
太
鼓
響
き
ぬ
宮
の
森	

越
智
　
幸
子

若
水
を
汲
む
手
に
さ
す
や
月
明
か
り	

小
川
　
誉
子

左さ

義ぎ

長ち
ょ
うの
は
ぜ
る
青
竹
空
を
突
く	

灰
岡
美
穂
子

母
想
ふ
納
屋
に
豆
炭
転
が
り
ぬ	

平
岡
　
菊
江

寒
の
入
り
久
し
ゅ
う
の
声
夕
暮
る
る	

山
重
　
杵
子

蹲
い
の
氷つ

ら
ら柱
一
尺
今
朝
の
顔	

与
三
本
愛
子
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和木町のごみ事情和木町のごみ事情

ミニ農園入園者募集

現地

現地

現地

　各ごみステーションには、リサイクル専用かごが設置してあります。
　ペットボトルとリサイクルビンの専用かごとなっていますので、ペットボトルと飲料用・食料用のびん
はポリ袋などに入れず、各収集日に必ずリサイクル専用かごに入れてください。
●ペットボトル
　マークの中の数字が「 1 」のものを、「ペットボトルの日」に出してください。ふたとラベ
ルを取り、中身をよく洗い、つぶしてから専用かごに入れてください。（マークの中の数字が
「 1 」以外のプラスチックボトルやふた、ラベルは「プラスチックの日」に出してください。）
●リサイクルビン
　リサイクルビンは飲料用と食料用の100ml以上のびんが対象です。
　ふたを取り、中身を洗浄したびんを専用かごに入れてください。色分けやラベルをはがす必要はありま
せん。
※農薬・殺虫剤、化粧品、芳香剤、花瓶、コップ類はリサイクルできませんので「埋立てごみ」となります。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

　「新成人を祝福しよう」と 1 月11日、商工会青年部（小林弘典部長）
が役場前の花壇に約400株のパンジーを植えました。黄色、紫色、白色な
ど色とりどりのパンジーが花壇いっぱいに植え込まれ、通行する方々の目
を楽しませることと思います。今後も、季節ごとにきれいな花を植えてい
く予定です。商工会青年部の皆さん、町の環境美化活動にご協力いただ
き、ありがとうございます。
※公共施設の花壇に植えている花を持ち去られることのないよう、ご理解、ご協力をお願いいたします。

「新成人を祝福しよう」と新成人を祝福しよう」と新成人を祝福しよう」と 111 月11日、商工会青年部（小林弘典部長）
が役場前の花壇に約400株のパンジーを植えました。黄色、紫色、白色なの花壇に約400株の花壇に約400株
ど色とりどりのパンジ が花壇い ぱいに植え込まれ 通行する方々の目

リサイクルビン、ペットボトルは、袋などに入れずリサイクル専用かごに入れてください。リサイクルビン、ペットボトルは、袋などに入れずリサイクル専用かごに入れてください。

関
ヶ
浜
1
丁
目

　町では、農作業による生産の喜びを多くの皆さんに体験していただき、自然とのふれあいを実感してい
ただけるように、ミニ農園の入園者を募集します。

対象者▶町内在住の方で今まで入園されていない方
入園期間▶平成25年 4 月 1 日~平成26年 3 月末日（最大 5 年間）
募集期間▶ 2 月 4 日㈪~15日㈮
申込方法▶住民サービス課にある所定の様式により申し込んでください。
　　　　　なお、申込多数の場合は抽選により入園者を決定します。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）
※入園料については、予定の金額です。

場所：関ヶ浜1丁目208- 2 , 3 , 7
募集区画： 6 区画
面積：75㎡/区画
入園料【年額】：8,700円（予定）

場所：和木 1 丁目317- 1
募集区画： 4 区画
面積：24㎡/区画
入園料【年額】：4,400円（予定）

場所：和木 4 丁目
募集区画： 2 区画
面積：37㎡/区画
入園料【年額】：5,300円（予定）

和
木
1
丁
目

和
木
4
丁
目
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JR山陽本線時刻表

和木駅
6：38
10：35
14：30
17：04

6：42
10：40
14：35
17：09

岩国駅

アクセスバス時刻表

JR岩国駅
6：53
10：48
14：45
17：18

7：05
11：00
14：55
17：30

岩国空港

航空時刻表

岩国発
7：30
11：30
15：40
18：00

9：00
13：00
17：10
19：30

ANA632便
ANA634便
ANA636便
ANA638便

岩国
↓
羽田

羽田着 便　  　名

所要時間

和木駅　 岩国空港
27分
25分
25分
26分

2時間22分
2時間25分
2時間40分
2時間26分

和木駅　 羽田空港

アクセスバス時刻表

岩国空港
11：15
15：25
17：45
21：40

11：27
15：37
17：57
21：52

JR岩国駅

JR山陽本線時刻表

和木駅
11：44
15：44
18：15
22：14

11：39
15：40
18：10
22：09

岩国駅

航空時刻表

羽田発
9：15
13：20
15：45
19：40

10：55
15：00
17：25
21：20

ANA631便
ANA633便
ANA635便
ANA637便

羽田
↓
岩国

岩国着便　  　名

所要時間

2時間29分
2時間24分
2時間30分
2時間34分

羽田空港　 和木駅 岩国空港　 和木駅
29分
19分
30分
34分

どんどん使おう!岩国錦帯橋空港

所得税の確定申告、町県民税の申告の
受付がはじまります

所得税の確定申告、町県民税の申告の
受付がはじまります

【申告に必要なもの】

　昨年、開港した岩国錦帯橋空港の搭乗客は概ね80%と順調な滑り出しを見せておりま
す。利用客の目標は年間40万人です。
　東京方面への旅行や出張の際は、JR和木駅から羽田まで約 2 時間半という便利な岩国
錦帯橋空港をどんどん使ってください。

印鑑、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は収支内訳書、生命保険料・地震保険料支払
証明書、社会保険料支払証明書、医療費控除を受ける場合は支払った医療費の領収書、配偶者控除等
を受ける場合は配偶者の所得金額が分かるもの、本人名義の口座番号が分かるもの　など

申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。

※還付の申告は2月1日㈮から受け付けます。

受付期間▶2月18日㈪~ 3月15日㈮　8時30分~17時15分（土・日、祝日を除く）
受付場所▶税務課（役場1階）
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和木町の人口ピラミッド
男　3,272人
（－7）

女　3,290人
（＋1）

平成25年 1月1日現在
総人口　6,562人

世帯数　2,780世帯

和木町の面積　10.56km2
（ ）内は前月比

（－6）

（＋3）
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